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令和７年１２月２３日発行 

校 長  福本 淳一    
   

年の瀬，１年間を振り返る時期となってきた。１年の振り返りは，翌年の目標を立てる際の参考

となる。学校では，子供たちが２学期を振り返り，３学期の目標を立てるように声をかけている。

子供たちがどのような目標を掲げるのかが楽しみだ。  

 国内では，「流行語大賞」や「今年の漢字」で１年間を振り返るのが恒例となってきている。毎

年，12月 12日に京都の清水寺で「今年の漢字」が発表される。今年の漢字は「熊」であった。相次

ぐ熊の出没と拡大する被害について，連日のように報道されていた。改めて，人と自然界との共存

を考えるきっかけとなってほしい。 

 さて，私自身の今年の漢字は，新任校長として赴任や新天地での生活や文化，新たな出会い等か

ら「新」である。学校では，子供たちや先生方そして保護者に温かく迎えられ安心して校務に当た

ることができている。新天地奄美・住用の生活はまったく問題がない。豊年祭等の地域行事では住

民の方々から声をかけていただき感謝している。４月からの生活は順調ではあるが，１つだけ慣れ

ないことがある。それはシマグチである。 

 昼間や交流の場前半では，私を気遣った話し方をしてくださる。時間が過ぎ，交流の場も中盤に

なってくると少しずつシマグチが…終盤になると全てがシマグチに，会話の内容は分からないこと

が多いが，話をしている表情の豊かさに安堵感を覚える。来年は，終盤戦まで共に語り・笑い合え

るようにシマグチを覚えることが，私の目標の１つである。 

 先日，住用公民館で「フヤフヤ汁」を食することができた。西仲間石原老人クラブの方々のおか

げで，モクズガニの身が入った汁を美味しくいただき，代々受け継がれてきた郷土料理を堪能する

ことができた。食事後に，代表の方から正月料理「三献」についての説明があった。一の膳は餅，

二の膳は刺身，三の膳は集落ごとで異なり，西仲間石原集落では，フヤフヤ汁を食べていると話を

された。地元の食文化に触れることで，新しい学びや経験ができ感謝しかない。魂のピアニストと

よばれたフジコ・ヘミングさんは，経験について次のように述べている。 

 

  

 

 

 

 

 
  明日から２週間の冬休みに入り，子供たちには年末年始ならではの経験（体験）をしてほしいと

思う。私は，新年を住用で迎える予定である。年末の大掃除や食材の準備をしながら，年越しの豚

骨やツワブキ料理，そして新年の三献を味わいたい。また，住用での初日の出のスポットはどこが

適しているのかなど楽しみでいっぱいだ。 

 令和７年も残りわずか，子供たちの元気と多くの方々の協力により，充実した日々を送ることが

できたことに感謝するとともに，各家庭で１年間を振り返り，新年（午年）の目標を立て，その目

標が「うまくいくこと」を願います。皆様，ありがっさまりょ～た‼ 

ひろば

 ☆ ありがっさまりょ～た ☆ 

 

学校のたんかん農園

「 

人生に無駄なことなんか、ひとつもない。生きるってことは、いろいろ経

験すること。その時は、自分とはまったく関係のないことのようでも、そ

の経験が大切に思える時がきっとくる。 



 

１１月２８日（金）は、人権擁護委員及び市役

所担当者をお招きし、「人権の花運動」閉校式を

実施しました。この活動では、みんなで協力し、

国道側の花壇にひまわりを育てました。また、最

後は多くの種を収穫することもできました。 

１２月２日（火）にも、人権擁護委員のお二人

をお招きし、人権教室を実施しました。学年に応

じた工夫もあり、子供たちなりに「人権」につい

て理解を深めることができました。満さん、栄さ

ん、ありがとうございました。 

１２月１６日（火）は、県スクールカウンセラ

ーの朝沼先生による「SOS の出し方」教室でし

た。「心の不調は、体の不調よりも見えにくいた

め、ぜひ周りの人に伝えてほしい。」などのメッ

セージをいただきました。家族、友達、先生など、

信頼できるいろいろな人に相談し、心身ともに健

康に過ごしてほしいと思います。朝沼先生、あり

がとうございました。 

 １２月１８日（木）は、

奄美博物館の喜友名学

芸員をお招きし、奄美群

島日本復帰に関する講

話を実施しました。学習

を終えた児童からは、ソ

テツを食べていたことへの驚きや、今後も歴史を

学び続けたいなどの感想がありました。喜友名さ

ん、ありがとうございました。 

 １２月１３日（土）に予定していた校内持久走

大会は、天候等の理由により、１２月１７日（水）

に実施しました。これまで、子供たちは、朝のラ

ンニングや体育の時間の練習、また実際のコース

を走る試走をしたりして準備をしてきました。そ

して迎えた当日は天候にも恵まれ、グラウンドや

沿道には保護者や保育所の園児の応援もあり、長

瀬事務職員の伴走にも見守られながら、子供たち

は、最後まで一生懸命走りぬくことができまし

た。応援ありがとうございました。 

 １２月１１日（水）は、やどりぎ助産院の藤先

生をお招きし、学校保健委員会（兼家庭教育学級）

を実施しました。保護者からは、「帰宅後、いつ

か一緒に見ようと思って大事に取っておいたへ

その緒やエコー写真、乳児期の写真のアルバム等

を子供と一緒に見て、いい時間が過ごせました。」

などの感想が見られました。藤先生、ありがとう

ございました。 

～今後の主な行事予定～ 
【１月】  

８日（木）始業式 

１３日（火）鹿児島学力・学習状況調査 

      【５年生、～１４日】 

１８日（日）市民清掃日 

    奄美市地区対抗駅伝大会 

２０日（火）CRT学力検査 

      【全学年、～２１日】 

２２日（木）がん教育 

３０日（金）住用町の学校の在り方地域説明会 

      【住用公民館、１９：００】 

人権～私も大事、あなたも大事～ 

学校保健委員会～命の授業～ 
「助けて！」「聞いて！」言っていいよ 

 

持久走大会～最後まで全力で～ 

奄美群島日本復帰への願い 

 


